
広報 あなん  2021.09   12

※未発表のものに限ります。
作品数
　・短歌　1首
　・俳句　当季（秋）雑詠2句
応募方法
　短�歌大会
　　�作品、住所、氏名、電話番号を明記し、

1,000円分の定額小為替と共に封書にて、
文化振興課まで送付いただくか、短歌会地
区役員までご提出ください。

　俳�句大会
　　�はがきに作品、住所、氏名、電話番号を明

記し、文化振興課まで送付してください。
送付先
　〒774-8501 富岡町トノ町12番地3
　文化振興課「短歌係」または「俳句係」
募集締切日　9月13日㈪（必着）

出�品資格者　市内在住者または出身、もしくは市と関係のある
方（小・中学生は出品できません。）

作品の部門　日本画、洋画、書道、写真、彫塑工芸
作�品の規格　文化振興課で配布および市ホームページに掲載の
「令和3年度（第50回）阿南市文化祭美術展出品規定」をご参
照ください。

申込方法　専用はがき（詳しくは、市ホームページをご覧ください。）
申込期限　9月18日㈯
出品点数　原則1人1点（写真、彫塑工芸は2点まで出品可）
出�品料　無料（初めて出品される方は、市の美術協会の入会金
と会費として2,500円が必要です。）

作品の受付・搬入・搬出について
　日時　10月26日㈫　13：30～17：00
　場所　文化会館　研修室
　搬出　10月31日㈰　16：30～、16：45～
　※�新型コロナウイルス感染防止のため、時

間指定があります。
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後
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高
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に
向
け
て

宝田町
松田　喜代子さん

問い合わせ　文化振興課　☎22ー1798

短歌・俳句作品 美術展作品

令和３年度（第５０回）
阿南市文化祭作品の募集

　阿南市文化祭は、昭和37年に始まった美術展を母体とし、昭和34年から続く学童展や、華道展
などが一堂に会して、昭和47年に第1回の阿南市文化祭が開催され、今年で50回目を迎えます。




